
1985年 5月 2寧(:)備湯史採多

な
ん
ざ
■
が
、
毎
れ
ぬ
ト
ピ

ユ
主

ｏ
テ
ー
マ

苺
簿

Ｌ
ヒ
き
ま
ｔ
ｔ
の
で
　
篠
ず

こ
れ
弓
に
つ
ヽ
２
豫

▽

き
な

▲

ぷ
縦
金
摯戦
誂
の福
山
」　
　
　
（じ
　
　
　
　
資』
帳ゴ
藁
襲
¨
稗哺ぼ
電
雪
ｒ犠
”
ｐ滅制
粥旗

福

山
ａ
違
獅

「ヽ平

輝

安

　

　

　

　

（ё

遊
告
費

内
Ｌ
奈
書

体
奎

ｈ
Ｉ

二
蔵

彗
智
哺
プ
」

（摯

　

『
執

げ
奮
輌
ば
“
諄
聾
崚
事
載
凛
魏
漑
が

落
翻
駐

“

計
Ｆ
騨
ザ
イ
プ
τ
ス
■

（３
持
２
４
Ｒ
）
　
　
（
印
）

講
夏
掛
彎
翼
鴻
摯
聾
韓
健
‘‐、

中

は
ど
う
な
フ
マ

ｎ
ｔ
ん
ざ

し
ょ
う
。

藩
識
総

『
鞍

綺

埼
福

ム
』
　

　

一

会
義
鑢
奮
部
ピ
感

今

働
糠
ｈ
■
■
謬

み
と
し
ｌ
ヘ

壽

た
計
〓
在
韻
告

さ
舎
豪
し
ｔ
み
ま
し
た
メ
券
朝
璃
摯

鞭山
嗜
酵紅
翻
『ご
」
　
　
橿　
彙
撤
宅
・・☆れ
，　
一
諄再
・輩
鶴
ユ河
げ
静
叫
碑
鴎
中鶴
，ン
る
一ヽ卜
右
・γ講

奉
　
檄
ふ

鷲

ヽ
こ

　
　
拳
　
ｉ
書

ヤ
ス
コ
キ
え

　

一

メ
　

き

彙

二
人
■
こ

　

　

棄
　
平

島

毒
警

ｏ
■
ん
　
　
一
　

ら

４
ら
金
勤

め
Ｔ

ま
た
が

こ
へ
碇
蝉

の
力
守
ラ
ｔ

〔
出
鰤
口
Ｏ
ｕ
Ｆ
‐
一ｏ
い
０
０^
ド
Ｘ
ヽ
●
）

↑
秋
バ
激
峰
Ｌ
Ｚ
う気現
雌
緩
〕
叫
Ⅳヂ
」
ゴ
『
ゴ

じ
た
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

「

議

ぬ
轟

姦

賦
７
Ц
こ
霧

？
ｔ

い
終
だ
ζ
ヒ

Ｔ

ヱ

」
と
　

一

卜
鶴
』
為
嘘
摯
彎

幅
歓
漱
す
け
れ

，
　

ど

、
「
↑
～
打

ね



1985 5月 25日(2) 僣陽史響働 :

下
・
島
颯
辱
本
な

Ｑ
　
　
毒

か
ヽ
で
す
。
へ
籠

■
に
■

憐̈
ど
す
が
、
ま
あ
や
，
と
と
ど

ヽ
た
と
い
う
ぷ

け
プ
一

ん
ぜ
可
．

Ａ緯
群
”スれ
雛
電
洪紆
篇
び
鳥

．

　

．　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

”　

　

　

０
　

　

　

　

　

．

「　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―
　

　

”
　

　

　

●



|,85年 5月石ヨ.(3) 史探蒻

畷
，「
」ン
，――
憲
―
凛
■
■
３…
ど
短
¨
野
曇
驀
彊
認
こ
饗

た
び
晴
争
に
λ
，
ｚ
た
の
な
も

し
燃
ん
な
み
。
？
象

ヽ
お
ヤ
し
く
な
３
）
ま
あ
ふ
ｔ
‘ヽ
暖
ぼ
籠
｝↑
，
■
分

ち
を
あ

．
會
じ

Ａ

ヽ
モ
童
け
ね
　
当
時

椰
今
あ

よ
（ア
に
３

い
も

０
と
■

η
た
し
よ
う

と
い
う
ニ
テ
ち
●４
鳳
が
あ
ま
り
ち
か
っ゙

た
ん
ぜ
す

よ
。
斗
”供
ｔ
ｔ
璃

「
皐
蓑

の
こ
喬

と
む
フ

ミ
と
も

な
ソ
７
し
た
し
ね
．

３

、
い
ゃ
　
あ
ま
り
■

か
，
■
ち
ん

て
も
ん
じ
ゃ
な
く

Ｚ
ハ
ト
ト
亀
分
っ
た
。
（キ
■
ド
リ
）

］師“貯敏癬識ｒ輔韓「総鋪資師』蜂騨緑壕

し
当
一崎

移
日
米
飽

ヒ
い
う
ん
ざ
１
が
、
ヒ
う
と
な
り

。藪輛秘̈
申出口〕凛」げはな機質『，で「一

は̈
げ↓卿諄誦魏れ綺伐撃栽詢（哺Ｗけ】嚇襲

蹂
轟
辮
群
“獅
建
■

ＥＩ
■
コ最
‐一
〕̈

籠
藩
箭
″
ど
■
，
″
覇
利
引
叫
Ｈ
ヨ
■

織
磁
霧
暴響
概
幣
継
躍

綿̈

０日
鳳
回
〕
●
″
，
一０
い
０
お
ヽ
Ｘ
ヽ
主

ど
■
¨
本

雇ヽ
の
２
り
Ｆ
ｔ
絆
＞
Ｐ
ン
泡
に
か
け
て

Ｄ

＝
プ
令
れ
て
，
フ
ｚ
ｔ
ｔ
い
う

の
は
．

Ｔ
　
・市

鱚
―――
が
令
ｉ
ｔ
ス
，
て

い
を
ヒ

い
う
の
は
確
か

ｃ
卜「
れ
無
噛
層
い
負
は
Ｆ
α
凝
贅
た
わ
油
ｍ

ピ
■
■
。
とい
，のは
鳴
」
「孫
暉
掛
諭
歳ば
瑯

理
詢碗
導
と‐‐‐い
節い
餞
仲
う
な
。

薇載
』
飩
敵
鉾
」
襲
ど
。
中
凝
贅
・・
”
汀
いお
撃
痒

伊
３
Ｒ
礎
″

書
Ｐ
６

ｏ
ザ

じ

て

な

。

“い織晰聾“肝・輝鶴撃短で一一投「ぃ一４ずか

③

ヽ
毬
無
群
綸
娩
れ
嘘
み
鴨
電
珈
棟
■
一
ｈ
ｔ
ゼ
一
，

|



1185年 5月 本 曰t4)偽陽史探番

『川「矧淵鋼鋼醐酬酬嗣引潤
・‐叫「「「「「一

り
ざ
し
た
。

Ｑ

ヽ
鶴
接

ｚ
Ｑ
は
ぬ
漁
像
鼈

な
た
か
た
准
比
ヽ
る
こ
女

事
「

こ‐ヽ‐‐、
負
い
ぽ
載
ぶ
鳴
ダ
雪
鴻
デ
獲
申
・な
り
憾
末
ｔ
く′

Ｆな
伊
興
ｔ電
唯畿威鶴
猟絆
「
ち電
『人も
つか一
・｝，
費餞
鳩靭
」崎酔
彎ｒ群れば
ぽ
強酷薦
ｔｒすま

」麟
蒙誡
一囃潔
畦
胤
海
繊
紺
餞

↑，一ツ
離
ば幅
静
が憲
・
■
１
ぬ
ｏ一椰
外
署
一



瞥
螢
試
隅
〓界
∵
　
　
　
・

゛
卜
「
崚
与
「
辱
二
が
一
も
，ヒ
ず
っと
長て
たプ
し

一
Ｔｈ
仲
ｒ強
凱嗅
げ鴻
嗜『”ゲ舷拠
沖碗
聾
豫■

（Ｖ
ヽ
ヽ
‥
ｆ
た
な
な
り
こ

か
３
．

米
　
■
９
驚
熱
金
な

”
令
●
〒
１
■
に
，
り
■
，
■
‐、

囃
ぼ洪
、稼卜
繊奮
鈍“
評一
裁
鳴が
Ｆ鶴
ば
〓̈

２

も
ヽ

ｈ
ｔ

Ｌ
。

テ
ー
７
稼

ｔ
ｔ
ｔ
■

か
ら
鳳

■
■

と
は
、
ど
砲
ｔ
あ
経
”ｔ
学

■
３

ｔ
，
し
り
と

い
っ
た

ｔ
の
ど
博
聴

く
。
ま
１
」
く
と
●
諄
鷲
●
建
き
て
し

た
人
に
ふ
■
お
し
く

「
壁
発
」
Ｏ
υ
い
こ
ｔ
令
れ
臓

崚
嫌
槙
“
一
“
Ｃ
れ
中
４
吐
ｈ
嗜
な
一
プ
嘔
聾
Ｌ

帽鷲
書
一猛
継
榔崚喘瀞
盤
郡
麟

さ
れ
録
１
３
１
フ
い
ダ
鼓
賀
も
賄
吟
晰
領
乳
蝶
数
一

つ
ザ

げ

て
い
ｔ
ｔ

ヽ
と
，

(=)備澤史裸訪 |,85年5月バ日
Ａ
隠

翻
口

ｕ

ｒ
卜
一
ｏ
一
一
（０
（
Ｘ

ヽ
こ

健1:う各
ご1ス 111
■utぅ が

・ 七 t編
会コう彙
椰 ツニ後

`プ
時釈

印 ― 督

澤:わ ■

すな
°

3め 反
前 ■員
の し

'す日まぉ
l■ =心 布

ー

す度 L
●・

●ウ

環

●

・

イ

ス

キ

ー

ヒ

障

書

た

。

テ
凛

け

で
ｔ
六
糧
何

Ｌ
か
な
，
■
来

た
な
Ｓ
鮨
末

ド
え
●

付
こ
か
な
５
本

オ

ル
た

の
は

・
六
学

入
獣

こ
季
＃
鵠
彙

。

撃
■
織
雛
仕

だ

，
た
Ｌ
ｏ
　

　

　

　

・

．

摯攀攀ｒ「“・‐一』諄一一一ば狂姉靱一一静高』

今
曖
む
テ
タ
Ｌ

マ
ル
な
た
間

に
な

，
ヽ
３
ｏ
に
ｒ
で
ｔ

一

さ

■

、
今

日

号
■

わ

わ

■

の
企

曇

ｔ

ｔ
一

慮

姜

倉

ｔ

奉

一
ま

し

■

・

テ
ー

プ

た

こ

し

な

し

た

ヽ

Ｒ

の
書

労

障

し
■
命

り

ち

５
が

ヽ
事

ｔ
ｔ

岡
く

オ

は

、
ふ

丼

１
，

み
な

ぶ

も

彗

ぶ
変

わ

れ

ぬ

お

，

日

す

３

だ

け
を

の
で

秦

だ

，
た

ス

ト

薇

た

ち

腱

●

し

■

ヽ
　

鷹

麟

奮

ｔ

，

３

う

０

tゝ

璽lli(1ど
イ√1`/イ′イ



(6) た探訪 /7J」4タ 2∫日

種

本

■

″）摯私』」一一わ〔薄響雄ψ、中ル「‐・”一・一‐一‘「‐

昭
わ
ら
月

〈
”

・
Ｉ
）

（■
．３

市ヽ
立
体
通ヽ
館
鬼

県
立
活
山
商
業
亀
校
党
Λ
　
　
一　
　
　
ん́
の
中
へ
球
場
跡
一
工
省

■
健
』
凋

市
制
”
昇
牛
・
市
ヘ
ミ
早ヽ
句
墨
創

ん
）
扁
山
市
民
颯
書
儲
“
継
改
槃

（年

↓

ｒ
中
に
鵜

山
攻
起
４
え
蹴
　
三

　

　

　

′
一
争

‘
億
″
肌
３
ょ
ツ
』
魏
）

が正
一
緩
稲
群
岬
新
準
聯

に
４

五

一
闘
亀

じ
移
転
丁

戦
前
え

町

に
義
倉

図
書

館

（
明

治

句
年

（学

ι

県
餞
理
事
務
考
福
出
た
再
開
く

一
義
倉
財
襲

に
ょ
る
）
，
あ
′
た
。
蔵
書
静
一

１
万
冊
は
私
主
図
書
館

こ
Ｌ
■
は
金
目
的
，

記爾

報理

ョ
「

「
■

“Ｆ

福

山

ナ

）ヽ
′ヾべ
■

ダ
登

録

に

も

ま

れ

だ

っ
た

ヶ

戦

た

ぃて
焼

久

し

た

お お

↓1↓     じ。こ

η つ 物季争 7・ ,
二 二 こLι L ι
艦 孝 れな婦 森県市
後 うに 会島人明林立ヽ立
′ヽ 気 福彙稲jtt a誡橋
イニ民二社福社′ο°戯ん出

ツi墳‐撻牧会ムt年
1.館
島

予鷹
党
之賃含 ;看香彙脅

夕し        ん

′ヽ ′

414・ r

物
″一７
牛
え
Ｃ



′7,81∫牛ξ月2」A備場た採訪

照
ゎ

２２
年
■
■
■

の
だ

■
ラ
ー
室
わ

「孫継
”μ，メ」出
のき

題

し
、

市

内

の
主

な
な

史
こ

た

ご

ヮ
て

み
よ

ι

・ゲ

３

脅
年

ま

で
か

け

足

ま

ｔ
た
が

今

回
ず
終

ソ

ふ
糞
ザ

援

事

厨

察

都

会

少

ｂ

一
買

分

の

試

い

た

の

に

、　
場

貯

本

碁

く

を

リ

ヘ

ぎ

せ

ん

て

し

た

，

Ｘ

事

に

た
デ

す

の

で

御

勘

牟

七

・

（現
在

の

遍

出
市

二
月
ナ

牛
ｔ
↓
争

）

（Ｔ

こ

力
た
た
学
印
崚

占
場
本
線

の
高
架

工
畢
“
ζ

肴
４
〉
市
立
島
社
北
夫
町
弁
ら
ホ
崚
町

燎
跡

ｔ
政
装

し
て
市
民
館
な
で
き
、

中

に
■
書

住

ｔ
含
久
た
。
昭
和
芳
午

に
独
立
し
て
図
書
髄
が
で
ｔ
島

・４
跡
ム
働
内
に
理
蔵
た
化
諄
祇

独
鵠
一
崎
彎
に
田書哺
綺
押
略Ｍ

え
ヾ
先
生
像
じ

除
幕
式

一稀
ｈ
げ
制
御
れ
和翻
ン開
通
ヽ

増
叫
≡
子
短
た
な
れ
脅
管

（
年

二

一
看

山
ヤ

解
枝
会
館

完

。
キ

タ

牛

ｔ

↓
タ
ー

鬼

↑

郵
著

舘

の
爵
）

（？

↓

紘
晨
気
薔
一

行
事

報

告

四
月
に
，
谷
和
な
Ｆ
に
，
轟
お
ガ
〓
ド

↑た共 物
た
゛Qニ
ご口z建 十
:ン タ 攀υ午
イ 30の (
み年 /1

ま
す

原

幕

書

の
せ
Ｓ

の

ｔ
〓

湾



史晰議拓 19藩年5月摯虜

「奈
臓‐
和
行
下
兄
の
象
■
―

一一

、

・　
　
　
一　
　
士
，
田

和
ぬ
ほ
　
　
．

■

今

年

あ

ま

行

Ｆ

″

一Ｒ

Ｉ・

行

き

■

，

ｏ

日

に
も

は

た

目

０
一盪

」

２
・

Ｄ
ｒ
鷹
員
．に

な

ヽ

今

年

諄

ｌ
♂

井

権

力

の
機

し

た

巨

六

占

壌

ζ
見

よ

う

′
ビ
と

の

事

で
当

初

画

し
ま

し

た
ヽ

Ｌ

か

Ｌ

こ
れ

じ

■

一

に
ウ
イ
な

）
ど

０
事

で

、
「ゴ
大
計
■
‘

声
寺

の
席
■

落
ち
な

き

，
手
の
前
倉
■

一
一観
け
綺
罐
叫
“
舜
ｒ
婿覇
難
暉
一

キ
孝

す

．
　

‐

ｔ
　
　
　
　
・
．　
一
　

　

　

一

一
日
口

沖

バ

‐さ

ん

と
自
噴

の
赤

詳
Ｆ
一施
轟
猜
ば瑳
静
押
け
賞
“
一
れ

■

１

為

年

ｔ

さ

ぜ

小

Ｌ

¨
ヒ

足

つ
た

に

ヽ
７
ｔ̈

ツ
ク

ば
か

り

で

し
た
．
　

　

・

‐
ホ

ざ

な

町
な

の

で
す

ぶ

。
ゎ

武

天
食
・ｔ

策

５

権
原

神

宮

４

，
構

原
ち

占
学

博

や
億

亡

雑

め

，
Ｒ

山

の
交

化

菱

識

の
あ

る
、
落

ぢ
羞
ぁ

た

前
で

す

．

こ

こ
で

昼
食

と

ヽ
次

の
脅

な

ヒ
リ
ま

す
。

神
奮

亡

帯

柱

■
か
。

雰
柱
発
層
の
■
．ギ
ス
う
な
ぶ
は
一
軒
ｔ
魚

ｏ
Ｆ
一う

で

ヽ
清

「

Ｔ
篠

本
過

守

せ

ミ
■

で

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

燿
原
紳
ξ
囀
ヽ
ユ
人
，
７
ｇ
名
■
一■
ぃ
じ

の

甲

に

饉

”
ａ

ん

だ

な

こ

足

わ

せ

る

、
Ｅ

六
■
・沖
れ
な
の
で
打
。
尺
上
げ
■
げ
小
リ

の
た
魚
届
ｒ
村
の
れ
Ю〓本
殿
■
，
六̈
．∴
な

泳
負
産

ヽ
束
六
守

と
い
ｔ，
勝
■

の
逹
わ
群

・
ミ

・̈Ｉ
゛

３

ζ



史胡薩う 1185年 5月蕩曰

今か t贅 ■あ しなけおヽ榎款‐ き置 に綬さ 事 tヽデ `な :

足 'み 費 (茶・るヽの競争髪黙今t)奪 行 tゝ
・ん昼オトずど

薇。た●切れ・七 L二 籠けにな雇・
｀き■の食な―ゃな

itこ 銭なる御癸族駅に不曖 主 =名 宇■繁●搬 ,ど
がえ露人と撃堀てた耀積翔 ん 潟アイ内後間■・
贄ぃになり薫票 |す ただ髪移中に 1)・ クで ぶヽ行お:
のましの・ヽ ・・場 ごtB｀ で今 島石●幸考少け霧
考 し■で ｀■亡と3け 長

｀｀ 看舞でデお々3督
書亀彙すP六 の言足.Lこ 象ふ中 `台 曰博学 .0~4
夕 責 ス 上 自 わ ■

｀に会 世 日 ヽ建 物 ″  だ お。
獄 ヒせた ■腰ι)の  にぶ の館 究  3

1(IF
「ヽ1こ11‐ llt7魯 :L量 雷襲錨占t酢 'の)・ 璃見 の 1ふ 売
磁れ響テ東オ崎の ■■な学今  と リ
l   つ  `・ レヽ彙 :り lt 下武え

｀
尾  上`

t,な

まふ
す (
11講

:す |

4
(,

群
れ
一げ
でげ一彎
詢
安
肝

ニ

ロ
ロ

ニ
ゴ

ロ

は

ぐ

，
４
無

・き

，
・愛
た

Ｉ

お

寺

聖

り．
で
あ

り
き
す
。

東

大

寺

ヽ
広

隆
キ

と

り

，
た
修

学

旅
行

コ
ー

ス

で

は
な

く

」は

谷せ奈標
罐
勲
抑
獅
酵
け
い
帥
す‐こゝ
った
，要

一〓

生

寺

♯

深

ｂ
，式

山

中

ヽ
杉

の

ネ

２

に

覆

わ

れ

た

申

に

蛍

中

が

点

在

Ｌ

■

り
ま

■

特

に

２
彗

塔

け

ヽ
人

李

入

れ

３

の

小

七

崚

し

ま

担
３

程

の

小

さ

こ

で
，
■
体
縁

の
れ

０

巨

本

饉

の
中

に
朱

食

り

の
ｒ

ｔ

長

せ

■
，

キ

す

↓

壼
ｐ
野

山

庫

●

人
禁

れ

で
す

が

、

こ

二

障

ヤ

雄

の
入

山

色

警

し
た

の
で

多

く

の

セ

だ

さ
参

将

ヽ
為

卜

な

人

島

野

の
興

名

な

構

フ
寺

で
ｔ

な

ン
ま

す

一

ｒ
石

谷

キ

Ｆ

４

小
に

里

に

下

，

■

ニ

バ

彙

４

し

た

山

の

針

鵬

―■
蔵

物

ぶ
聾
ヽ
お

ュ

ぷ
ヽ

．翔

等

押
鵡

稗

岬

〓

「

¶

群

”

」
〔

庸

Ｆ
郷

付

り
た

立
麟

宥
口
盤
Ｆ
摯

繊
‥１

■
Ｌ

書
鏡
〕



UO).備 あス観Ч
"

Hどわ準 )月わ り

⌒

む

古

Ｓ

の
キ

ｔ

爺

や

小

を

門
前

町

が
お

Ｆ
■

ヽ
舒

亡

減

く

旬

り

ヽ
有

営

の
呼
ザ

■

な

っ
声

。

行

き

彙

５

参

拝

啓

で

六
層

繁

盛

■

■

い
ま

す

。
　

　

　

　

ト

●

二
時

喚

汽
中

に
栞

ソ

ヽ

へ
時

位
た

燿

中
着

・

六
件

秋

上

の
予

‘賀
ぜ

会

計

は
二

う
ハ
九

千
Ｒ
金

に

な

Ъ

模
株

・
近

く
繁

〓
Ｔ

凛

月

の
巻

本

コ

ー
サ

ー
は

，
駒

閥

に
漱

３

駒

し

い
歴
史

の
構

報

ぶ

ヽ
経

々

に

し

■
え

，

玲

か

ぅ

モ
ヽ
れ
■

行

く

と

り
ヽ

吉
走

奮
憂

た

■
作
成

す

３

も

の
で

あ

３
。

本

相

て

い

い

に

階

，
た
な

ｓ

ヽ
口
圭
一
常

に
行
く

魚発明 喜t:ん こ六七保
浜堀● 三すで呵れ)彙 管

竜の上のの代のス亡保

山古神町区 却ヽ皇癸義
彙バ のど城湯求のえユ

機
=率
市で爆・象
・13志 l ti



(11)備賜賀裸警   ・
~

1985年 5日あB

‰  な ―孜 3/S ち  
・
稀 3/3.‰

・

a・ o跡本o指 古oど∈

健
.1雪
[套轟f各雪

'

考[二
・`
蒻 :卑 i

費人
ヽ
経 |.・ 具原・ 隣・ 史・ 負 3款 原

´
風

全.菅  果 憲 二 暴41椰 第
“

の な
°3R♪
じ 1

に 殿‐ `・  え
｀
摯 式 に t譲  審議 会 ・ 嬌｀

F」  ::亀  li_I]・霧:ち
ソ・ :色 il舞  1:

・ 日  の 数 .

ｔ
出

二

・
太
一夢
．．が

．

立
Ю
螺備
紳
辞
錦
静
腋
耕
鰤一
嘲魚
水♯

ぁわ
］
岬
婦劉
が
一
鍋
「
灯
一
酢
斜聾腱
（

誰和
群姉
ユ鐘
一れ緩
輔
慶
押
紹
鞍詠
』』

Й
Ｏ
「

一
嶽̈
力
０社

諭
０会

％

③

柴

聾

７
露

の
■

能

柱

．

７

鈍

螺
聯

¨

碗
一鯨
一れ

磁

数

．

告
す

事

で
妥

管
理

・
岩

■
‐０
腸
減

露
名
摩

″
藩
え

■
　
　
　
　
　
　
・

奈
費

の
脇
本

壼

ス

・
建

物

露

き

な

韓
↑
Ｊ
彎
晴
電嗜
場
群れ
ダ
″
キ

●

手

世

象

ぶ

り
に

現

場

な

証

あ
た
■

へ
′

一

蔵
省

佑

彙

乳

た

１
全

湾

風
一ガ



02'備賜史探訪 1985年 5月253

轟11言I詠71∫ :雪 :`雪 i

％
③

桑
城
学

の
疑
生
・
コ
挙
げ
■
保
繊

警
究

の
機

置

・島
ま

百

・

【
衆

こ

の
蘭

保

七

饉

だ

‘
（
日
中

の

識

者

対

議

）

％

③

奈

臓

時

訳

‥ヽ
東

掴

六

七

鷲

摯

ｒ

夜

う

ｏ
東

・軍
曰
ユ
市

‘

剰

夕

？
海
螢
豊

茎

出

九

．

％

０

だ
僣

の
顔

ド
貝
な

３

・
捜

番
壼
Ｊ

撼
０のギ
”
嚇
「静
鎌
押
牌
一
が
山
減
の

自

構

調
査

始

ま

５

一
．
芙

籍

僧

予
定
地
．

％

％ヽ

０

き
お
シ
オ
ト
プ
ル
・
ピ
）Ｌ
中
仁

豊

露
Γ

．
■
２
美

Ｉ
奪

％

０

歴
史

の
コ

マ
ン

に
酔

う
。　
沼
票

τ

平
農
盛

公

脚
年
集

．



1185軍5R25日f(13)

ψ
城
琴
傘
ρ
勉
“

盆

夕
薇
堺
宏

ρ
簿
後
夕
“
ル
司
婚

′
久

口
希
復
七
”
が
う
杉
ル
務
″
´
ス
で

印
催

‘
水
て
い
な
。

■
雅
的
な

メ
こ
づ
オ
ら
ｔ

う

〆
晨
勉

強

Ｆ

く

升

ム

い

ι
筵
，
い
、

参

加

さ

せ

■

織

冬
織

″
久
が

、
時

々
に

諄

如
ρ

薇

″

ム

η
キ
甕

Ｈ

６

胴
曰

ド
な

つ
く

と
き

´

久

゛

ｔ

か

し

、

夕

切

が

多

緒

色

須

″

女

時

棒

イ
分

ム

ｆ
狛

べ
ｔ
ι

デ

イ

４
ス

と

ｔ

う
魚

″
　

券

加

て
未
■

た

々

ム
伊

飾
色
獄

す
´ヽ
ま

に
な
り
、

い
′
を
μ

・

た
時
ヤ
諷

け
ｔ
′じ
サ

■

い
る
。

二
月

ノ、
り
＝
網
バ
人
の
機
飾

で
、
竹

妹
務

夕

ι

徐

凛

燎

■

援

に

つ

い

く
学

召

．ｒ

ｔ

　

七

八

一

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

´

こ

れ
な
で

∩
グ
先

戌
ス

ｉ

ｆ
孝

Ｋ
よ

ι
力
ら
え

、
と
■
物
的
な

き
ι
を
ア
助

ト

汎

電
き
た

■
″
解

―
場
く
、

崎
闊

■

ガ

・

Ｌ

た

こ

ι

ｔ

舞

オ

η

ム

:

ノミ
｀

1

オ

｀

ら

電
ゴ
ギ
″

´
資
′

■
で

、
私
タ
ィ

は
い
る

い
な
難
篠
が
で

な

、
多

人

で

い

る

θ
ぞ
が

、

今

″
多

∂

少

な
オ

っ
た
歩
ド
が
非
孝
バ
脇
ネ
よ
負
，　
Ｉ
И

じ
夕

く

の
会
柔

ボ
〃

う
れ

た
う

　
颯

遊

０

多
薙
た

竹

´

で
■
が

で

き
た

だ
多
う
。

柳
久

の
勉

雀
タ

ト
″

く
夫

″

に
オ
多

の

で
は
な
↑
、
ヤ
的
な
遊
夕
が
す
さ
、
一̈檻
叡

後

の

七

％

ヽ
７、　　　一“一ド

1｀ う魚ら'ブ

青年の象和愛に介3、
継tの新究集ロ
占墳都合ぜ

"

弁ま′行
が久火 ウ

々易 桑イ
エ″'t"
うびつ′}物争
|ミ
:サ1負 11 う
′ 疹t'
千がた.火
1)itヽ 月
.、

ムιが



o4)儀魔史裸訪 1985年 5■万B

一

´．

一
一

一
―



(15) 構賜寅裸菱 1985年5月 25日

く
矛
色
畑
竹

Ｌ
ｌ
わ
な
も
ｔ
蕉
す

′
轟
内
不
ι
ｔ
ｔ
卜
、
な
る
べ
く
す

脚
仏
さ
久

て
い
た

，
係
ダ
そ
れ
″
τ
生

雀

ｏ
た
後

に
、
力
侮
た
■

ｏ
省
ぇ
、
く

に
　
■
像
告
孔
、
江
澤
ィ
ム
″
夕
さ
ｆ

さ

い
。
ほ
貌
、
仏
久
で
す
か
う
‘
た

的
な
ぇ

な

ら
外

に
欠

於

舜

　

修

影
等

、

ス
　

猛

雌切
嗜
侮
孵粥
麒聟
減
額
楓
押
４
直毎

ι

人

，
　

　

　

　

　

　

・

た

グ

ル
電

朝

夕

雰

夕
占

λ

ィ
了

嗜

Ｋ

協
期
『祖■
直ほ
痴
夕い
ば新
踊
酬
琢

■
ｆ

ヘ
ニ

ク
鶏
脈

は

ノ、
１

′
ィ
ロ

な
で

１

１

■

ず

の
で

よ

う

し

く

お

厳

崎

し
ょ

づ

・

哺
鯨
稀
峰‰
解
麟　
　
．́‐‐‐ヽ
ど／
√
狙
日

走

海
町
の
史
跡
つ
０
ソ
ヘ
０
押
”軍
肉

末

森

清
司

・
・
特

別

例

海

こ

Ｌ

■

１

バ

月

十

一六
日

０

に

た

海

町
の
た
跡
め
ぐ
り
な
・計
画
り
た
し
ま
ｔ
た
。

戯
帥・は
職
権
胡
い
勁
暉「
呻
酬
年
貼製

へ

の

階

口

と

な

つ

■

●

奪

す

。
一二

津

聖
一

滝

山

ｔ

中

生

ヒ

ｔ

た

榎

山

で
ぶ

陣

雪

Ｆ

内

海

に

面

し

た

美

し

い

前

で

す

．

一　

見

学

す

３

諭
は

、
国

の

天
然

・翼
全

物

一
に
指
定

さ

れ

■

い
る

モ

ツ

■

々
の
群

生

す

る
た

海

ハ
幅

“冒

、
日

Ｌ

く

県

の

天
鷲

．
象
定

物

に
指

中買

さ
れ

■

い
る

ウ
ド

声
ガ

ン

の
あ

■

宮
　

紳

れ

。
海

戸

ｎ

海

の
水

軍

の

綻

舒

で

、

小

早

川

な

景

貧

の́

勇

構

、

跡
・　
彙

勝

公

定
ュ

と

年

■

お
代

３
勝

壇

寺

‘

・

■

Ｌ

■

晟

一Ｆ
時

趣 341

11)メ

ダ

．ヽ

ヽ



＼
鼻
爛
「
■
引
「
呻
＝
■
一
＝
■
―
「
■
■
■
■
引
「―̈
．川一「
甘
呻

(l`)僑陽史裸訪 985年 5月 25日

小侍 お西 す す で口 代

担 ち り園 :|ざ
°
す壼 虐′

当 L幸・ニ ヌ 5が 公‐栄
t)■ す十 こ し

｀
口 え

た お・ 二 の t》 .こ Tた

t:倉二 選iE量

自のり道 lt芸 山商
役かのに 予`2`6彙

業T:ξ繁置
'1翼

藤 お、ぶ二 での ′じニ

の

も

い

３３

兄

５

の

層

望

山

登

山

寺

り

ぐ

？
若

准

ア
・
．
６Ｉ

す
。

こ

楓

小

Ｓ

の

行

事

彙

内

◎

６

日

例

含

「た

海

り
ま

孫
亡

訪

ね
■
」

口

時
　
一一（
角

古

一（
自

０

集

合

午
ｔ

司
晴

一
十
ヶ

福

山

駅

前

ガ

人

２
参

前

に
察

含

（
畔

骨

糸

専

鷲
さ

ｏ
●

二

午
後

〓
崎

二
十
九
夕
構

出
ら

の
予
一尺

。

■
日

会
貴
――
合
野
抑
■
静
会
，
卸
円
ｏ

（
他
に
サ
■
■
後
繊
騨
周
ぶ
曇
Ｔ
で
■

講
静

末
森

績

司
民

琴
詣

０

６
月
歴
史
■
虜

会

日

晴

　

一バ
月

た

曰

０

午

後

二
晴

～

一
時

´

―
場

府

機

山
争
争
熙
会
営

年

一
会
議
愛

精輸
寺
暉岬犠ト
エ
嘘
縦
囃
「．一）

会
青

会
目

助
円
「
中
合
目
抑
甲

０
１
月

伽
公

日

時

彎
日

時

日

０

目
的
費

松
永

考
面

講
師

　
覆
本

彙

・
奪

Ｄ
英

夫
両
Ｒ
ｏ

書

細
は
未
・定

．

０
承

行

・

日
時

，
日
２３
０
‘
Ｘ
Ｏ
■

場

前

索
・■
ネ
原

ヽ
費
生
キ
・
薇
谷
奇

九
費
　
一ら
ハ
子
～
た
手
円
位
．

詳

佃

博

和
新
Ｌ
付
・

０
十
日

仰
食

．

日
晴
　
十
日
中

・Ｔ
「
　
ヽ

場
”
　
熊
オ
・〓
曖

（
浄
ロ
キ
・構
倉
尚
式

講
師
　
わ
原
正
警

絆
谷
わ
な
。中
西
晃
。鳥
ユ
■

口
賢
．
率
薇
申
に
，
■

壽
絆
未

彙

・

Ｃ

一
〓
ギ^


